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平
成
21
年
度
の
決
算
は
、
財
政
健
全
化

対
策
の
成
果
が
着
実
に
現
れ
、
一
般

会
計
で
は
収
支
不
足
と
し
て
予
定
し
て
い

た
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
す
る
こ
と
な

く
決
算
を
し
、
ま
た
、
各
特
別
会
計
に
つ
い

て
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
面
で
は
、
国
内
景
気
の

低
迷
か
ら
市
税
収
入
の
増
加
は
見
込
め
ず
、

歳
出
面
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、

生
活
を
支
え
る
社
会
保
障
費
用
の
増
額
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
支
出
は
こ

れ
か
ら
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
は
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
は
、
財
政
健
全
化
対
策
に
よ
り
改
善

さ
れ
た
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
財
政
運
営
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一般会計の借入 360 億 4,408 万円

特別会計の借入 3億 9,287 万円

公営企業会計の借入 305 億 6,716 万円

合　　計 670 億 0,411 万円

市民一人あたりでは　72万円
※人口９万2,785人(平成22年４月１日現在)として算出

記事の記事の
お問い合わせはお問い合わせは
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市
は
、
市
政
を
進
め
て
い
く
う
え
で

必
要
な
財
産
を
保
有
し
、
目
的
に

応
じ
て
効
率
的
な
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

　

財
産
に
は
下
記
の
と
お
り
、
公
園
・
学

校
な
ど
の
土
地
や
建
物
、
基
金
、
証
券
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

学
校
や
公
園
な
ど
の
施
設
の
建
設
に

は
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、

国
や
銀
行
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
て
い
ま

す
。
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
を
と
お
し

て
、
将
来
の
利
用
者
に
も
公
平
に
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

ま
ち
の

ま
ち
の  

財
産
財
産

ど
が
あ
り
ま
す

  

ま
ち
の

ま
ち
の  

借
金
借
金

市が保有する財産

【土地と建物】　下の表のとおり

財産区分 土地 建物

行政財産 1,179 万 3,095 ㎡ 44 万 8,496 ㎡

公用財産 143 万 0,232 ㎡ 4 万 7,825 ㎡

公共用財産 1,036 万 2,863 ㎡ 40 万 0,671 ㎡

普通財産 258 万 4,989 ㎡ 1 万 3,730 ㎡

合　　計 1,437 万 8,084 ㎡ 46 万 2,226 ㎡

※公 用 財 産：市役所など市が直接使用する財産

　公共用財産：学校や公園など市民が使用する財産

　普 通 財 産：公用財産・公共用財産以外の財産

【有価証券（株券や債権など）】　34 億 183 万円

【出資による権利（法人への資本金出資など）】　4 億 6,664 万円

【基金（まちの貯金）】　73 億 209 万円

 ○公共施設整備基金　○財政調整基金　○奨学基金

 ○農業振興基金　○国民健康保険事業財政調整基金

 ○土地開発基金　○みんなで、ひと・まちづくり基金

 ○減債基金　○地域福祉振興基金　○霊園管理基金

 ○ふるさと千歳国際交流基金　○職員退職手当基金

 ○介護保険事業給付費準備基金　○特定地域振興基金

 ○心のふるさと千歳基金　○介護従事者処遇改善臨時特例基金

市が借りているお金（市債）の状況

【土地と建物】 下の表のとおり

ち せと の 決決  算算点焦焦


